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２６０００人が参加した「総合防災訓練」

　

黒
木
一
文
（
新
世
紀
・
自
民
）

　

�　

ド
ッ
グ
ラ
ン
建
設
の
窓
口

は
環
境
・
産
業
部
と
決
定
し
た
が
、

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
作
る
為
の
市
民
団

体
等
に
対
す
る
条
件
は
何
か
。

　

環
境
・
産
業
部
長　

近
隣
住
民

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
大
き
い
と

思
い
ま
す
。
ご
希
望
の
団
体
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
具
体
的
な
事
案
と

し
て
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

�　

玉
川
学
園
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
半
年
。
そ

の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
は
。

問問

　

都
市
計
画
部
長　

一
日
平
均
五

六
八
名
で
予
想
以
上
の
ご
利
用
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
南
ル
ー
ト

も
今
現
在
の
状
況
を
よ
り
検
討
し

実
現
に
向
け
て
検
討
を
進
め
た
い
。

　

�　

獣
医
師
会
と
災
害
救
護
協

定
を
結
び
、
市
民
に
ペ
ッ
ト
の
災

害
対
策
パ
ン
フ
の
配
付
を
。

　

加
島
助
役　

現
在
、
協
定
書
素

案
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

終
了
次
第
、
締
結
を
い
た
し
た
い
。

　

総
務
部
長　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

も
参
考
に
し
活
動
に
役
立
て
た
い
。

問

　

宮
坂
け
い
子
（
公
明
党
）

　

�　

安
心
の
子
育
て
の
た
め
に

多
胎
児
支
援
や
、
幼
保
一
元
化
の

総
合
施
設
の
推
進
を
求
め
る
。

　

市
長　

多
胎
児
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
と
思
い
産
後
支
援
ヘ
ル
パ

ー
事
業
の
拡
充
を
し
た
い
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　

総
合
施
設

モ
デ
ル
事
業
を
踏
ま
え
て
、
実
情

に
合
っ
た
方
法
を
研
究
し
た
い
。

　

�　

防
災
・
復
興
対
策
に
女
性

相
談
窓
口
な
ど
、
男
女
の
ニ
ー
ズ

の
違
い
に
立
っ
た
総
合
的
な
支
援

問問

体
制
づ
く
り
を
求
め
る
。

　

加
島
助
役　

防
災
計
画
に
女
性

の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
く
、
女
性
相
談
窓
口
に
つ
い
て

は
、
避
難
所
を
巡
回
で
き
る
健
康

相
談
窓
口
の
設
置
を
女
性
職
員
主

体
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

�　

防
災
井
戸
の
団
地
周
辺
の

拡
充
や
停
電
対
策
で
、
災
害
時
の

水
の
確
保
を
。

　

加
島
助
役　

災
害
時
協
力
井
戸

に
は
発
電
設
備
等
は
現
在
の
と
こ

ろ
備
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

問

　

浅
見
美
子
（
公
明
党
）

　

�　

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
周

産
期
母
子
医
療
の
一
環
と
し
て
、

母
親
へ
の
心
理
的
ケ
ア
体
制
と
共

に
、
新
生
児
聴
覚
検
査
の
導
入
を
。

　

市
民
病
院
総
院
長　

周
産
期
設

立
準
備
委
員
会
で
詰
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
け
れ
ど
も
、
聴
覚
検
査

は
、
必
ず
入
れ
込
ん
で
い
か
な
く

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

�　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の

更
な
る
充
実
と
推
進
を
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　

イ
ベ
ン
ト

問問

等
の
場
で
、
図
書
館
の
職
員
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
協
力
を
い

た
だ
き
、
本
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
子

育
て
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

�　

鶴
間
公
園
に
交
通
広
場
の

提
供
を
。

　

牧
田
助
役　

交
通
公
園
に
つ
い

て
は
、
設
置
及
び
運
営
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
か
ら
通
達
も
出
て
い

ま
す
が
、
具
体
的
な
提
案
に
つ
い

て
は
警
察
署
と
協
議
を
し
て
検
討

さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

問

　

井
上
正
行
（
市
民
派
ク
ラ
ブ
）

　

�　

四
期
一
六
年
間
で
重
点
的

に
取
り
組
ん
だ
施
策
は
何
か
。

　

市
長　

町
田
市
が
ハ
ー
ド
面
も

ソ
フ
ト
面
も
含
め
て
い
い
町
だ
よ

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
風
格
の
あ

る
都
市
に
、
品
格
の
あ
る
都
市
に

し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
願
っ
て
や

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

�　

や
り
残
し
た
施
策
は
何
か
。

　

市
長　

南
町
田
駅
周
辺
の
渋
滞

箇
所
の
是
正
と
、
あ
わ
せ
て
す
っ

き
り
と
し
た
町
に
変
化
さ
せ
る
こ

問問

と
と
、
相
原
駅
西
側
の
駅
前
広
場

と
そ
こ
に
入
る
都
市
計
画
道
路
の

整
備
、
こ
れ
が
課
題
だ
と
い
う
ふ

う
に
思
い
ま
す
。
市
民
病
院
の
内

容
、
体
制
の
充
実
、
庁
舎
の
問
題
、

新
し
い
市
民
ホ
ー
ル
の
建
設
な
ど

も
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

�　

次
回
の
市
長
選
挙
に
つ
い

て
の
対
応
は
。

　

市
長　

現
在
、
熟
慮
中
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

問

　

佐
藤
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ

ー
は
、
病
院
二
、
三
期
工
事
の
中

で
計
画
通
り
す
す
め
る
べ
き
。

　

加
島
助
役　

院
内
に
お
い
て
周

産
期
事
業
を
計
画
ど
お
り
行
う
た

め
の
具
体
的
な
準
備
、
検
討
に
入

っ
て
い
ま
す
。
少
子
化
が
進
ん
で

い
る
中
で
一
層
努
力
し
た
い
。

　

�　

（
仮
）
小
山
田
東
小
学
校

は
平
成
二
〇
年
開
校
で
進
め
よ
。

　

教
育
長　

児
童
数
推
計
の
結
果
、

平
成
二
〇
年
度
に
お
い
て
は
忠
生

問問

第
一
小
学
校
の
教
室
数
は
不
足
し

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
計
画

を
一
年
先
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
状
況
で
す
。
た
だ
平
成
二

一
年
度
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う

に
作
業
は
本
年
度
進
め
て
い
ま
す
。

　

�　

市
民
合
意
が
十
分
で
き
て

い
な
い
ご
み
有
料
化
一
〇
月
一
日

実
施
は
見
送
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

清
掃
事
業
部
長　

既
に
指
定
収

集
袋
の
販
売
も
行
っ
て
お
り
、
予

定
ど
お
り
、
一
〇
月
一
日
か
ら
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

　

佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

三
〇
人
学
級
に
関
す
る
文

部
科
学
省
な
ど
の
新
た
な
動
き
を

市
は
ど
う
受
け
と
め
る
か
。

　

教
育
長　

学
級
編
制
は
教
育
の

根
幹
に
か
か
わ
る
こ
と
な
の
で
、

国
、
都
で
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
市
教
育
長
会
等
で
も
都
に
対
し

て
少
人
数
学
級
を
早
期
に
と
い
う

こ
と
で
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

�　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
町
田
市
の
「
地
域
防
災

計
画
」
を
ど
う
見
直
し
た
か
。

問問

　

加
島
助
役　

災
害
で
得
ら
れ
た

課
題
等
も
踏
ま
え
、
災
害
時
の
対

策
活
動
を
明
確
化
し
つ
つ
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。
来
年
二
月
に
は

修
正
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

�　

小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
室

が
十
分
活
用
さ
れ
る
よ
う
専
門
の

パ
ソ
コ
ン
指
導
員
を
全
校
に
配
置

す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

加
島
助
役　

専
門
の
指
導
員
を

全
校
に
配
置
す
る
こ
と
は
、
財
政

状
況
だ
と
か
考
え
て
困
難
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

問

　

上
野
孝
典
（
公
明
党
）

　

�　

障
が
い
児
に
関
す
る
現
況

届
の
提
出
期
間
が
夏
休
み
と
重
な

っ
て
し
ま
う
た
め
、
重
度
の
子
を

持
つ
親
は
来
庁
の
負
担
が
重
い
。

提
出
期
間
を
九
月
上
旬
に
延
長
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　

重
度
心
身

障
害
者
手
当
の
届
け
出
期
間
の
変

更
は
、
東
京
都
に
も
確
認
し
、
難

し
い
と
思
い
ま
す
。
特
別
障
害
者

手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
等
は
国

の
制
度
で
あ
り
、
市
が
直
接
支
払

問

す
る
も
の
で
、
少
し
期
間
を
延
ば

し
て
も
事
務
的
に
も
間
に
合
う
の

か
な
と
今
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

�　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
併
用
接
種
で

肺
炎
入
院
を
六
割
減
少
さ
せ
る
。

公
費
助
成
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

加
島
助
役　

一
市
町
村
が
考
え

る
と
い
う
よ
り
は
、
国
、
都
が
本

格
的
に
一
般
の
予
防
接
種
と
同
じ

よ
う
に
検
討
す
べ
き
か
な
と
思
い

ま
す
が
、
動
向
を
見
つ
つ
研
究
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

　

藤
田　

学
（
新
世
紀
・
自
民
）

　

�　

ゴ
ミ
減
量
数
値
目
標
と
焼

却
炉
コ
ス
ト
を
リ
ン
ク
さ
せ
、
具

体
的
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
数
値
を

市
民
に
提
示
す
べ
き
。

　

清
掃
事
業
部
長　

ご
み
の
量
を

三
万
ト
ン
強
削
減
し
て
い
き
た
い
。

目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
市
民
の

減
量
、
分
別
の
実
践
が
あ
っ
て
実

現
で
き
る
の
で
、
そ
の
啓
発
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
市
民
の
方
に
わ
か
り
や

す
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
打
ち
出
し
て

問

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

�　

「
団
地
白
書
二
一
」
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
全
体
的
視
野
で
、
前

向
き
に
捉
え
、
生
か
す
べ
き
警
告

が
発
せ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
市

長
は
ど
う
感
じ
、
「
団
地
白
書
二

一
」
は
ど
う
生
か
す
べ
き
か
。

　

市
長　

町
田
の
都
市
の
特
性
と

し
て
は
住
宅
が
主
体
の
都
市
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
住
み
や
す
い
環
境

の
都
市
と
し
て
一
層
魅
力
の
あ
る

町
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大

事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

問

　

高
嶋　

均
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

学
校
や
福
祉
施
設
な
ど
公

共
施
設
に
つ
い
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト

の
対
策
は
。

　

牧
田
助
役　

国
か
ら
新
た
な
基

準
と
調
査
対
象
範
囲
の
拡
大
が
示

さ
れ
実
態
調
査
と
分
析
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
調
査
に
よ
り
建
材
が

判
明
し
た
場
合
は
、
基
本
的
に
は

除
去
す
る
。
た
だ
し
、
施
設
に
よ

っ
て
状
況
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

優
先
順
位
を
定
め
て
対
応
し
た
い
。

　

�　

鶴
川
地
域
か
ら
市
民
病
院

問問

へ
の
バ
ス
路
線
の
研
究
は
、
ど
こ

ま
で
進
め
ら
れ
た
の
か
。

　

都
市
計
画
部
長　

鶴
川
か
ら
町

田
ま
で
買
い
物
バ
ス
が
通
っ
て
い

ま
す
。
病
院
の
方
に
少
し
迂
回
を

さ
せ
る
方
法
を
今
事
業
者
の
方
と

協
議
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

�　

国
保
の
資
格
証
明
書
の
交

付
は
中
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

加
島
助
役　

今
後
も
資
格
証
の

交
付
に
つ
い
て
は
、
法
令
を
遵
守

す
る
中
で
公
平
、
公
正
に
配
慮
し

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問

　

佐
藤
常
雄
（
公
明
党
）

　

�　

震
度
六
強
時
に
想
定
さ
れ

る
、
一
万
戸
超
の
仮
設
住
宅
確
保

の
た
め
、
用
地
、
建
設
能
力
、
既

存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
、
疎
開
等
様

々
な
手
法
で
万
全
な
対
策
を
。

　

加
島
助
役　

仮
設
住
宅
を
建
て

ら
れ
る
よ
う
、
藤
の
台
球
場
ほ
か

二
四
カ
所
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

不
足
す
る
場
合
に
は
、
公
的
住
宅

や
民
間
住
宅
の
空
き
家
の
あ
っ
せ

ん
等
も
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

�　

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
と
し
て

問問

調
査
、
改
修
、
解
体
工
事
で
の
飛

散
防
止
、
相
談
体
制
等
を
急
げ
。

　

牧
田
助
役　

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

検
討
会
議
を
設
置
し
、
今
後
の
対

応
、
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
順

次
対
応
を
進
め
、
飛
散
性
の
高
い

施
設
、
市
民
利
用
度
の
高
い
施
設

を
優
先
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

�　

一
定
規
模
以
上
の
祭
は
観

光
振
興
の
観
点
か
ら
支
援
せ
よ
。

　

市
長　

他
市
の
例
な
ど
も
十
分

研
究
を
し
、
ど
う
い
う
こ
と
が
可

能
な
の
か
、
研
究
さ
せ
て
欲
し
い
。

問

　

今
村
る
か
（
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

町
田
市
の
職
員
募
集
案
内

に
は
特
定
の
「
障
害
」
者
を
排
除

（
差
別
）
す
る
記
述
が
あ
る
の
で
、

早
急
に
是
正
を
求
め
ま
す
。

　

総
務
部
長　

受
験
資
格
に
つ
い

て
は
、
実
際
に
あ
る
業
務
、
ど
う

い
う
業
務
を
行
っ
て
い
た
だ
く
か

を
基
準
に
考
え
て
、
そ
れ
で
募
集

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

加
島
助
役　

今
ま
で
の
実
施
要

項
等
に
つ
い
て
特
に
問
題
は
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問

　

�　

来
年
の
市
長
市
議
選
の
開

票
作
業
を
即
日
か
ら
翌
日
開
票
に

す
る
と
、
人
件
費
等
の
削
減
に
な

る
が
実
行
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

選
挙
管
理
委
員
長　

即
日
開
票

で
す
と
、
こ
の
間
の
衆
議
院
選
挙

で
は
大
体
二
時
半
ぐ
ら
い
に
帰
ら

れ
た
と
い
う
状
況
で
す
。
今
度
の

市
長
・
市
議
選
に
な
り
ま
す
と
も

っ
と
か
か
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

深
夜
に
お
帰
り
に
な
る
の
は
大
変

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
辺
も
含
め

て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

日

野

市

に

続

い

て

ド

ッ

グ

ラ

ン

を

！

市

民

病

院

の

医

療

機

能

の

充

実

を

市

民

病

院

の

小

児

医

療

体

制

充

実

を

寺

田

市

政

一

六

年

の

総

括

に

つ

い

て

三

万

人

の

避

難

生

活

者

対

策

を

急

げ

「

障

害

」

者

差

別

の

是

正

を

求

め

る

『

三

〇

人

学

級

』

の

早

期

実

施

を

ア

ス

ベ

ス

ト

対

策

と

鶴

川

要

求

多

胎

児

支

援

の

早

急

な

実

施

を

！

ゴ

ミ

減

量

は

情

報

公

開

か

ら

始

ま

る

障

が

い

児

の

現

況

届

提

出

に

配

慮

を


